
●調査時期
　令和4年4月8日～令和4年4月26日

●発送数 70 件（校）

●回答数 25 件

●協力校数 3 校

●回答率 4.3 %

一般社団法人全国専門学校情報教育協会（研修委員会）
令和4年度　研修ニーズアンケート

教員・職員
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令和4年度　研修ニーズアンケート 【教員・職員】 

S.no 項目 回答 ％

1 教職員の資質向上 7 28.0%

2 学生が主体的に学ぶ授業づくり 11 44.0%

3 基礎学力の向上 5 20.0%

4 授業評価 2 8.0%

5 学生指導(メンタル面) 9 36.0%

6 学生指導(学習面) 5 20.0%

7 学生指導(生活面) 3 12.0%

8 就職指導 9 36.0%

9 企業との連携 4 16.0%

10 募集・広報 9 36.0%

11 留学生対応 5 20.0%

12 組織管理 4 16.0%

13 教育のICT化 3 12.0%

14 その他 2 8.0%

合計 78 -
※％の母数は回答者数（＝25）、複数回答

【その他の回答】

担当されている業務の課題として緊急性の高いと感じているものに○を付けてください。

◆募集・広報においては、自身の部署が行っている案件であるため。withコロナに入り、広報業務をコロナ前に完
全に戻すことは難しいことを踏まえ、戦略の立て直しが急務であると考えます。
◆教育のＩＣＴ化においては、コンピュータ分野のパイオニアとして存在してきた日本電子専門学校として、他校に
先駆けた教育方針としてＩＣＴ化は必然である早急に取り組むべき課題であると感じています。

◆昨年の募集状況が芳しくなかったため。学生の主体性に関しては、ただでさえ近年は主体性の向上が学科でも
課題ではあったが、コロナ渦で学生間の横のつながりが薄れ、拍車がかかった感じを受けているため。
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区分 研修テーマ 内容（概略で結構です） 形式 対象 日数 実施時期

教職員の
資質向上

学生主体教育事
例・効果につい
て

上記内容を実践している学校やその効
果を発表

セミナー
教員, 職員,

管理職

半日（1時
間～4時間
程度）

適宜

教職員の
資質向上

オンライン授業
に関する研修

オンライン授業のメリットを生かした
授業のノウハウについて

セミナー 教員
半日（1時
間～4時間
程度）

教職員の
資質向上

コミュニケー
ションの方法

対話のきっかけの作り方 セミナー 教員
半日（1時
間～4時間
程度）

2月ころ

教職員の
資質向上

アクティブラー
ニングを取り入
れた授業

AL指数、R80について セミナー 教員
半日（1時
間～4時間
程度）

教職員の
資質向上

CG制作における
ポストプロダク
ション業務につ
いて

CG制作の最後のフィニッシュ作業とし
て、ポストプロダクション（合成、エ
フェクト追加、カラーグレーディング
等）の重要性を確認したい

講義 教員
1日（5時間
～8時間程
度）

今すぐにで
も

教職員の
資質向上

学生の多様性化
に伴う対応につ
いての研修

学生の多様性のあり方とそれに伴うク
ラスまとめ方、集団行動をしなくては
ならない時の運用方法などについて

講義
教員, 職員,

管理職

1日（5時間
～8時間程
度）

教職員の
資質向上

リモート授業に
関するテーマ

効率的なリモート授業法、リモート授
業における学生の集中力の維持方法
等

実習 教員
1日（5時間
～8時間程
度）

教職員の
資質向上

教職員の質の向
上

意識向上セミナー セミナー
教員, 職員,

管理職

1日（5時間
～8時間程
度）

９月

授業評価 授業評価

自身が実施した授業（教育内容、指導方
法等）が適切であったか、教員がセルフ
チェックし改善に向けた対応ができるよう
にするための研修

セミナー 教員
半日（1時
間～4時間
程度）

8月（学生
の夏季休暇
期間）、1

月（学生の
冬季休暇期

学生指導
(学習面)

幅広い学生個性
への指導方法

単位制の高校卒業で対面授業のな
かった学生への登校の重要性や学習
障害を持つ学生など個々の指導方法
のコツや気を付ける点

講義＋演習 教員, 職員
1日（5時間
～8時間程
度）

教員の授
業の少な
い時期

学生指導
(学習面)
 企業との
連携

企業連携と学生
指導に関して

実際の企業連携事例や、企業とのつな
がり方、メリット、学生の動かし方
や、教育成果など

講義
教員, 管理
職

半日（1時
間～4時間
程度）

学生指導
(メンタル
面)

学生のメンタル
学習が継続できなってしまう学生への
対応

セミナー 教員
半日（1時
間～4時間
程度）

学生指導
(メンタル
面)

学生の学習意欲
向上

学習面、メンタル面で学生のモチベー
ションを向上させるための手法等

セミナー 教員
1日（5時間
～8時間程
度）

３、４月以
外

問題や課題を解決するために、どのような研修・セミナーがあったら良いと思いますか？



区分 研修テーマ 内容（概略で結構です） 形式 対象 日数 実施時期

就職指導

クリエイター分
野の就職活動に
ついて

就職活動において作品提出が必要とな
るクリエイター分野学生の早期就活準
備について

セミナー 教員, 職員
半日（1時
間～4時間
程度）

就職指導
就職指導法につ
いて

就職指導で抑えるべきポイントの説明 セミナー 職員
1日（5時間
～8時間程
度）

7～8月

就職指導 他校の取り組み 退学防止・留学生就職支援 セミナー
教員, 職員,

管理職, 経
営者

半日（1時
間～4時間
程度）

募集・広報
学生の質につい
て

入学募集前より学生の特性を見極める
ためにはどうすればいいのか。

講義 職員
半日（1時
間～4時間
程度）

留学生対
応

留学生対策セミ
ナー

留学生対策における様々な問題をディス
カッション形式で討論できるセミナー

セミナー
職員, 管理
職

1日（5時間
～8時間程
度）

９月

組織管理 管理職者研修
組織経営を円滑に行う技能・知識が
得られる内容

実習 管理職 2日間
夏季休暇
中

教育のICT
化

最新の技術動向 ＡＩやその他最新技術の学習法 セミナー 教員
半日（1時
間～4時間
程度）

9月

教育のICT
化

RPA、ノーコー
ド開発等を用い
た業務自動化に
関する研修

企業でも注目されているRPAやノー
コード開発等を用い、プログラミング
が苦手な学生であってもある程度のシ
ステムが開発できるような内容の習得

実習 教員
1日（5時間
～8時間程
度）

8月または
3月（夏休
み期間ま
たは春休
み期間）

教育のICT
化

専門学校におけ
る募集と教育の
ＩＣＴ化

募集と教育のそれぞれの観点からＩＣ
Ｔ化（またはＤＸ化）についての活用事
例や導入意義を学ぶ研修。

セミナー
教員, 職員,

管理職, 経
営者

半日（1時
間～4時間
程度）

9月～10月
頃

教育のICT化 業務のDX化 授業以外の業務をDX化するノウハウ 実習 教員
1日（5時間
～8時間程
度）



No 回答 ％

1 夏期休暇期間中の実施が良い 13 52.0%

2 2 8.0%

3 土・日なら参加可能 2 8.0%

4 土・日は参加不可 6 24.0%

5 告知期間が長ければ調整可能 13 52.0%

6 新技術の紹介など、講演形式で半日程度のセミナーなら参加可能 12 48.0%

7 その他 2 8.0%

合計 50 -

※％の母数は回答者数（＝25）、複数回答

2～3日

◆その他

２月中旬

夏期休暇期間

7/22～8/23 8/2～8/20

7月下旬～8月下旬 7月中旬～8月中旬

7/26~8/31 8月初旬から9月初旬

8月8日～8月21日 8月第１週～第３週

7月24日～9月5日 7月22日～8月31日

7月24日～9月5日 ７月２４日～８月２３日

7月20日～9月24日 ７月２０日ころ～８月１５日ころ

8/12～9/19（5/12現時点） 8月中旬～9月中旬

８/1～9/7 ８月１日～１２日

不定期ですが、概ね９月半ばから後半 7月下旬から8月下旬まで

８月下旬～９月末 7/20～8/31

8月

対面・研修会場で実施する研修会について、以下設問にお答えください。

項目

学期中でも金曜または月曜と、土・日を組み合わせた開催であれば可

パソコン等を用いた演習や、グループディスカッションを伴う研修は、２～３日を要するものが多くなります。実施時
期・日数などについて当てはまるもの全てに○を付け、ご意見等をお書き添えください。

・研修時期について
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No 回答 ％

1 1週間 0 0.0%

2 2週間 0 0.0%

3 3週間 5 23.8%

4 1ヶ月 10 47.6%

5 1ヶ月半 1 4.8%

6 2ヶ月 5 23.8%

7 2ヶ月以上 0 0.0%

7 その他 0 0.0%

合計 21 -

2～3日

S.No 回答 ％

1 初日は午後スタート、最終日は１５時頃終了のパターンでよい 10 45.5%

2 初日は午前中からでも良いが、最終日の終了時刻は１５時頃終了が良い 9 40.9%

3 初日は午前中からでも良い、最終日の終了時刻は遅めでも良い 1 4.5%

4 最終日の終了時刻は遅めでも良いが、初日は午後スタートが良い 2 9.1%

5 その他 0 0.0%

合計 22 100.0%
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項目

・研修の告知期間について

日程について

0.0%

0.0%

23.8%

47.6%

4.8%

23.8%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1週間

2週間

3週間

1ヶ月

1ヶ月半

2ヶ月

2ヶ月以上

その他

研修の告知期間について

45.5%

40.9%

4.5%

9.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初日は午後スタート、最終日は１５時頃終了のパターンで…

初日は午前中からでも良いが、最終日の終了時刻は１５…

初日は午前中からでも良い、最終日の終了時刻は遅め…

最終日の終了時刻は遅めでも良いが、初日は午後ス…

その他

日程について



No 回答 ％

1 １時間程度 2 8.7%

2 ２から３時間程度 16 69.6%

3 ４から６時間程度 4 17.4%

4 １日程度（８時間程度） 1 4.3%

5 2日間程度 0 0.0%

6 その他 0 0.0%

合計 23 100.0%

2～3日

No 回答 ％

1 午前 8 38.1%

2 午後 6 28.6%

3 夕方（業務終了後） 6 28.6%

4 その他 1 4.8%

合計 21 100.0%

2～3日

その他：開催日により異なる

オンラインの研修会について

・オンライン研修会の時間は、１回あたりどの程度の時間が良いと思いますか

・リアルタイムでオンライン研修に参加する場合、受講に都合のよい時間はありますか

項目

項目
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No 回答 ％

1 リアルタイムで参加したい 6 24.0%

2 17 68.0%

3 未記入 2 8.0%

合計 25 100.0%

2～3日

理由

・リアルタイムで参加したい

集中力が保たれるため

気持ちの問題。

その場で質問等もできるのでリアルタイムがよい

・オンデマンド（録画したビデオ視聴）で受講したい

研修参加時間の調整が難しい場合が想定できるため

時間の融通がききやすい点

内容にもよりますが、いつでも視聴できるのは助かります。

時間に制限されずに研修やセミナーが受けられるため。

時間制約のある人には受講しやすいため

急な予定が入っても後から確認できるため

時間調整が難しい場合にオンデマンドだったら隙間時間に視聴できるため

リアルタイムの場合、参加できるかどうかが不確定なため

時間的に調整しやすい。

・オンライン研修会の受講形態

講師に直接質問等ができるのでリアルタイムが良いが、「リアルタイムで実施、業務都合で参加できない場
合はオンデマンドも可」であると受講しやすいと思う。

リアルタイムの場合、授業日やその他予定と被った場合、参加できないため。オンデマンドであれば日程調
整が行いやすい。

オンライン研修はリアルタイムで視聴し続けることができない場合が起こり得るため。機器の故障やネット回
線の不具合、ノイズが多いなど。

項目

オンデマンド（録画したビデオ視聴）で受講したい
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コロナ禍における休校や遠隔授業への対応について、現在困っていることや、抱えている問題・課題等がございま
したらお書きください。

オンデマンド（録画したビデオ視聴）で受講したい

リアルタイムで参加したい

学生に対して行う、リアルイベントの開催中止

学生の習得度を授業中に可視化しづらく、授業進度のスピード感を図りづらい

オンライン授業が週に数回実施されている。教職員や学生同士のコミュニケーションがうまく取れていない

在宅勤務が増え、コミュニケーション不足の低下が課題。

学生がマスクをしているので、名前と顔が一致しずらい

学生個々で使っているオンライン環境がバラバラ、慣れている学生と慣れていない学生が混在していて困る。

オンライン授業における学生の学習モチベーションの維持が難しいと感じています。

公欠にした場合の補講

対面授業が少ないため、学生の状況が把握しづらい。

オンライン授業でのクラス合同授業で学生人数が多すぎて個々の学生の状況がつかめない（学科の教員人数によ
り偏りがある）

多人数に対してのオンライン授業の難しさ。目が行き届かなく、学習効果が低くなってしまう。

対面授業が減り、他学生の様子を見る機会が減ったことによる意欲低下

GIGAスクール構想の前倒し、遠隔教育等　コロナ禍において急速に進む小・中・高等学校での教育のICT化に伴
う専門学校としての今後の対応について、現在の取組状況、抱えている問題や課題等をお書きください。

GIGAスクール構想で学んできた学生に対して、専門学校で取り組むべき内容の見直しが必要

授業内容の前倒しによって、情報処理科でも内容を前倒しすべきか、それとも初心者を対象としてある程度小～高
校でもやっている内容を再度行うべきか悩んでいる

ICT可は賛成ですが、利用者にそのリスクや悪用してしまう事について意識が低く、情報セキュリティ等の教育が重
要かと思います。

高専連携等でICT化を支援する側（教員は対応可能だが）であるべきなのに、学校組織がICT化が不十分な状況に
ある。

専門学校教育のICT化も図っていく必要があるがこれからの課題である

まだわからない

職業実践専門課程の設置・運営について、現在困っていることや、抱えている問題・課題等がございましたらお書
きください。

所属している学科のクラスが多いため、職業実践を頼める方があまりいない

本件は教育側の課題となるため、回答は控えさせていただきます。

特にありません

前述の他に、現在困っていることや、抱えている問題・課題等がございましたらお書きください。（どんな些細なこと
でも結構です。）

スペシャリストが多く、ジェネラリストが少ない

オンライン授業や、オンデマンド授業にしたくても今ある設備では中途半端なものになってしまう。ある程度の設備
投資が必要になってくるが難しい。

在宅勤務中の教職員と、より気軽に、かつ精度の高いミーティングができる環境を構築したい。


